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呼 吸器感染症に対す るS-1108の 臨床 的検討

中川 勝 ・螺良 英郎

国立療養所刀根山病院内科*

新経口セフェム剤s-1108を 急性気管支炎1例,気 管支拡張症の二次感染1例,慢 性気管支

炎4例,肺 炎7例 計13例 の 呼吸器感染症に投与 し,感 染症状不明確の3例 を除 く10例 につい

て有効性を検討 した。症状,検 査所見,X線 像の改善か ら検討 した臨床効果は,著 効3例,有

効6例,無 効1例 であり,10例 中9例 が有効以上であ った。副作用は認められず,臨 床検査

値の異常はCKの 軽度上昇が1例 であった。
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S-1108は 塩 野義製薬株式会社で開発された新 しい

エステル型経口セフェム剤であり,4位 カルボキシル

基にビバロイルオキシメチル基をエステル結合させた

ことにより消化管吸収性を高めたプロ ドラッグであ

る。本剤は,内 服後腸管壁のエステラーゼによりエス

テル結合が速やかに加水分解され,抗 菌活性体である

S-1006と して血中,組 織内に分布 し,グ ラム陽性菌

・陰性菌に広範な抗菌スペク トルを有 し,各 種産生

β-lactamaseに 対する安定性は高い1.2)。 今 回,本

剤を呼吸器感染症に使用 し,そ の臨床効果と安全性に

ついて検討したので報告する。

対象症例は,Table1に 示 すごとく平成2年11月

から平成3年8月 の間に当科外来を受診 または入院

し,本剤投与の同意が得られた急性気管支炎1例,気

管支拡張症の二次感染1例,慢 性気管支炎4例,肺 炎

7例計13例 であった。男性6例,女 性7例 で年齢は

32歳 より82歳 までで平均年齢は57 .2歳 で あ った。

薬剤投与方法はS-1108を1回200mg1日2回 投与

1例を除き,1回 投与量 は100mg,200mgの2用

量ですべて1日3回 食後であった。100mg3回 が2

例,200mg3回 投 与が10例 で あり,投 与期間は6

日～15日,平 均13日,総 投与量は2.1～8.4&平 均

6,7gで あ った。

臨床効果の判定は臨床症状,胸 部X線 所見及び臨

床検査値の改善の程度か ら総合的に判断 しS-1108投

与後にこれらの症状,所 見の速やかな改善を見たもの

を著効,明 らかな改善を見た ものを有効,多 少の改善

を見たものをやや有効,改 善が認め られないものを無

効と判定した。細菌学的効果は喀痰を検査材料 として

細菌学的検査を投与前後に実施 し,起 炎菌の消長によ

り消失,減 少(部 分消失),菌 交代,不 変の4段 階及

び不明で判定 した。 また,安 全性の検討を目的 として

S-1108投 与 前後に 自他覚症状 の観察,末 梢血液検

査,肝 および腎機能検査およびCK,ア ル ドラーゼを

実施観察 した。

本剤の成績の概要をTable 1,2に 示 した。

臨床効果は著効3例,有 効6例,無 効1例 で,感 染

症状不明確 な3例 は判定除外 とした。著効,有 効で

あった9例 の内訳は,急 性気管支炎1例,気 管支拡張

症の1例,慢 性気管支炎3例 中2例,肺 炎5例 で有効

率90%で あ った。

細菌学的効果は,本 剤投与前後起炎菌が分離された

症 例 は3例 で3株(Eaemophilus influenzae,

Streptococcus pneumoniae, Haemophilus sp.)

で あ ったが,す べて消失 した。

副作用については,ア レルギー症状,消 化器症状及

び中枢神経症状などについて観察 したが,こ れらの副

作用は認め られなかった。

臨床検査値は,末 梢血液検査,肝 機能,腎 機能検査

およびCK,ア ル ドラーゼについて本剤投与前後の値

を比較 し,異 常の有無を検討 した。症例12で 本剤投

与後にCKが131→246(正 常 値38～172)と 上 昇 し

たが,投 与終了14日 後の追跡検査では78と 正常に復

していた。

以上の結果よりS-1108は 急 性,慢 性を問わず軽症

ないし中等度の呼吸器感染症に対 し,有 効かっ安全な

薬剤であると考えられた。
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Table 1. Clinical results of treatment with S-1108

N. D.: not done N. F.: normal flora
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Clinical study of S-1108 in respiratory infections

Masaru Nakagawa and Eiro Tsubura
Department of Internal Medicine, Toneyama National Hospital,

5-1 1 Toneyama, Toyonaka 560, Japan

The new oral cephem antibiotic S-1108 was assessed to treat 13 patients with respiratory
tract infections. They included 1 case each of acute bronchitis and bronchiectasis, 4 cases

of chronic bronchitis and 7 cases of pneumonia. Three patients were unevaluable, and
thus the effectiveness of the antibiotic was assessed in the remaining 10 cases. Clinical
improvement, judged on the basis of symptoms, clinical findings and X-ray results, was

excellent in 3 cases, good in 6 cases and no effect" in 1 case. Thus, 9 cases out of 10
were judged good or better. No side effects could be detected, and the 1 case of adverse

reaction consisted of a modest rise in CK value.


